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BizEarth 幹事会（2022 年 7 月 26 日）議題 

 

●日時： 2022 年 7 月 26 日（火）15：00～18：00 

●場所： ESRI ジャパン株式会社 → 予定であったがオンライン会議に変更。 

           

●議題 

１．A/I 状況確認 

各項目で確認 

 

２．活動計画と報告 

(1) 関係部門との連絡調整 

・内閣府宇宙戦略事務局 

 特になし。工程表改訂（2022/2）→2022 年 5 月に工程表の重点事項が公開。 

今年度のパブコメ等の動向を引き続き確認していく。 

・リモセン TF 会合 

 グランドデザイン 2022 年度の B 改訂について、実利用としてのコメントを BizEarth から

の提供を調整中。（幹事会で対応） 

・コンソーシアム（CONSEO） 

 BizEarth として参加で申請。参加体制を提出予定。作業部会とするかは、別途検討。 

入会案内を会員各社に連絡。 ９/7 に Kickoff 会議開催予定。 

 ・JAXA 

   ALOS2 利用実証（佐賀県など） 

 ・経産省宇宙産業室  

   Tellus データ活用アイデア公募あり。 

   伊奈さんが室長に。 

・リモセン学会 

   秋開催（11/29）、三重県津市で開催。 ハイブリッド開催 （口頭：現地・オンライン（Zoom）、 

2022 年 11 月 29 日・30 日、開催場所 三重県総合文化センター 

実行委員長 飯島慈裕先生（三重大学大学院・生物資源学研究科） 

 

(2) 企画・提案活動 

・内閣府宇宙戦略事務局 

 パブコメ公開され次第、調整。 

・経産省宇宙産業室 

 公募結果（ツール開発実証、地域、活用アイデア）の確認。  

(3) 作業部会 

・地域連携作業部会 

  今後の活動計画について、土居さん、宮本さんで検討。次回幹事会までに共有いただく。 

・若手作業部会 

  年間活動計画・メンバー募集について。次回幹事会までに共有いただく。 

・新規作業部会について 

  リモセン TF／CONSEO 対応部会を立ち上げる。 

  会員向け部会メンバーを募集（第 1 回締切り 8 月中旬まで）。向井田さんが主旨作成後、

事務局から会員へ案内。作業部会設立に向け募集要項を作成。 
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(4) 広報活動 

・宇宙カタログ（会員広報） 

・会員獲得について 

アクセルスペース、QPS、シンスペクティブ、AWS の勧誘 

 ・会員（新規含む）とのコミュニケーション機会の検討（幹事会で検討） 

・BizEarth の広報（露出）について検討（幹事会で検討） 

 

(5) リモートセンシング人材の育成支援 

   作業部会とするか含め今期計画検討。 

   リモセン関連を学習できる場を共有・ハブになる仕組みを検討（下田） 

   GIS Day in XXX を参考にできないか。 

 

(6) その他活動 

・要処置事項討議・フォロー 

  年会費回収。芳しくない。 

・情報公開（HP）、新サーバ・メーリングリスト・ドメイン管理 

・オブザーバー会員：リモセン学会について、幹事会では了承。 

 リモセン学会側での承認完了。今年度は、伊東さんが参加。次年度以降は調整。 

 HP に掲載しアナウンスする →（事務局） 

 

３．講演会／総会について 

 ・総会：無事完了 

・講演会参加人数：事前申込人数＝55 名。 

・次回講演会は、通常開催時期の 2 月末頃を再検討。総会と同時開催は NG。 

・勉強会は、例年秋開催であるが 10 月末～11 月にかけて実施で決定。 

 テーマ案は、次回幹事会までに幹事各自アイデア持参すること →（幹事） 

 勉強会※2021 年＝SDGs、2020 年＝ALOS3・4 2019 年＝AI 

 講演会※2021 年＝ミッション公募、2020 年＝小型衛星コンステ、2019 年＝海洋政策 

 

４．事務局からの報告、連絡事項 

(1) HP の進捗 (議事録掲載、総会資料掲載、ほか) 

講演会の資料を会員限定で UP 予定（受領次第）。 

５．その他 

(1)今後の幹事会開催予定 

次回  ：9 月 14 日（水）15:00～ 富士通（汐留）にて実施 

   以上 


